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それは本論文がヌーヴォー・レアリスムを主導した美術批評家、ピエール・レスタニーの思想の内実まで深
く踏み込んでいる点である。レスタニーは当時のフランスで活発に活動し、その後もフランス国内の美術界
におおきな影響力をもった批評家だが、そのテキストは晦渋、あるいは省略のおおいこともあり、厳密に検
討されてはこなかった。本論はそれを熟読吟味し、そこからレスタニーの「無媒介性」概念を引き出すこと
に成功している。この点も本論の独創性のひとつとして数え上げることができる。  
 くわえて本論が重要であるのは、このレスタニーの思想を、ヌーヴォー・レアリスムに属するアーティス
トたち作品と綿密かつ批判的に対照させ、そこからレスタニーの理論とアーティストたちの作品、それらの
特質の双方を同時かつ克明に導き出しているところである。レスタニーの宣言ともにこの運動に加わったア
ーティストたちの傾向は、きわめて多岐にわたる。一連のモノクロームの絵画や、観客の訪れた画廊になに
も作品と呼べるものが展示されていない、いわゆる《空虚》展で知られるクライン、激しく動きながらとき
には自壊までする機械彫刻のティンゲリーを瞥見するだけでもその多様性はあきらかだが、本論ではこのふ
たりやほかのアーティストに比してこれまで注目されることのすくなかった、レイモン・アンスとジャッ
ク・ヴィルグレの共作する「デコラージュ」による作品群を主要な分析対象としてくわえる。街頭の壁面に
張り出され、通行人によって破かれたポスターをほぼそのまま壁面からとりはずして作品とするこのふたり
のアーティストの手法は、一見するところヌーヴォー・レアリスムのアーティストたちの様式的な多様性を
さらにおしひろげ、この運動の総体を把握しようとするくわだてを混乱させるが、さらにここに「現実の直
接的な借用」＝「無媒介性」を補助線として引けば、むしろこの概念が批評家と芸術家たちにとって共通す
る中心的な課題であり、クラインやティンゲリーらも含め、芸術家たちの作品は、この課題に対するそれぞ
れ異なる応答だったことが浮き彫りにされる。そして本論はまたこの異なる応答の特質を、個々の芸術家に
よる作例とその展開をきわめて緻密に分析しながら、具体的にあきらかにしてゆくのである。この点は批評
と実践の相互交通を包括的に分析することから生まれた、すぐれた成果である。  
 審査の時点で本研究にいくつか難点がなかったわけではない。先行研究や資料の整理法について、部分的
にだが厳密さを欠く旨指摘があった。また哲学に由来する概念のとりあつかいについて、やはり部分的に厳
密さを欠く旨が指摘された。またヴィルグレ／アンスに注目したことの代償として、ド＝サンファルやアル
マン、セザールなど一般にヌーヴォー・レアリスムを代表するとされるアーティストたちへの言及が乏しく
なったことを、包括的な研究を目指すうえでは問題であることも指摘された。前二者についてはただちに加
筆修正を行い、のこりのひとつについては当人が今後の研究課題とすることで審査を終えたが、これらはい
ずれも上述のような本研究の成果からすればちいさな瑕疵であり、その学位論文としての重要性を損なうも
のではない。以上より本論文をすぐれた博士論文として認めるものである。  
 
 
